
リンゴ心かび病の感染生態

研究のねらい
‘スターキングデリシャス’に代わる主力品種として期待されている‘北斗’は

心かび病の発生が多い。そこで，本病の防除対策を確立するために，これに関与す

る病原菌の種類や果実への侵入時期など，感染生態を解明する。

研究の成果
心かび病は病原菌の繁殖部位によって子室かび症状と心腐れ症状に区別され，心

腐れ症状はさらに乾腐型と軟腐型に分類された。子室かび症状と乾腐型の主要病原

菌は Fusarium 属菌と Alternaria 属菌であり，軟腐型の主要病原菌は Fusarium
属菌であった。

心かび病菌のがく筒への感染は落花20日後頃の早い時期に始まることが明らかと

なった。よって，防除重点時期は，病原菌ががく片などに定着し始める開花期～落

花10日後頃と推定された。しかし，十分な防除効果を得られる殺菌剤がなかったた

め，薬剤防除は非常に困難であることが判明した。

樹上で発病した果実 子室かび症状

心腐れ症状 心腐れ乾腐型（左）と心腐れ軟腐型（右）



主要な試験データ

第１図 落花後日数と感染率・発病果率

第２図 乾腐型腐敗より分離された 第３図 軟腐型腐敗より分離された

菌の種類 菌の種類
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